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昆虫類の早期発生について

堀田久5

大阪管区気象台によると，猛暑の今年の夏は，昆虫や植物の種子がおかしく，異例の早

さで鳴き始めたり，開花しているとのことである．筆者の観察によると，夏に限らず，今

年（1994年）の4月以降，多くの昆虫について，例年より発生が早くなっているので，こ

れまでに確認した成虫の初見日や，初鳴日などを報告しておきたい．

なお，この記録は，すべて洲本市安乎町北谷の自宅付近での自宅付近での観察によるも

のである．

l.ウスバキトンボPα肥tajαβatﾉesce卯s

平年は7月下旬ごろから個体数が多くなり，群飛が見られるようになるが，今年
は7月初旬から個体数が多くなり，特に7月下旬から8月上旬にかけては，これま
でになかった，おびただしい数の群飛が見られた．

2．アブラゼミGr､a〆opsq"河(I"89m/i'scata
通常は，7月lO日ごろから鳴き声を聞くが，今年は6月15日に羽化を確認し,6

月29日に初鳴きを確認した．

3．ニイニイゼミP/α2J〆eumAGemp/bri
早くても7月に入ってから現れるが，今年の初鳴日は6月25日であった．

4．ヒグラシTh7"lαノapo71ens8s
通常は，7月に入ってから鳴き声を聞くが，今年は6月25日の明け方，初めて鳴

き声を聞いている．

5．ミンミンゼミOncotympq"amucuja紅0"8s
通常は，7月20日ごろから鳴き声を聞くが，今年は7月12日に鳴き声を聞いて

いる．

6．ツクツクポウシ〃e2mu抑aopa耽祁

通常はお盆の頃から鳴き声を聞くが，今年は8月4日に鳴き声を聞いている。
7･ナガサキアケハPap"8omemno7E

通常5月中旬より春型が姿を見せる．これまでの最も早い記録は5月9日であっ
たが，今年は5月1日に確認している．

8．モンキアゲハPap"2ohelenus
通常5月中旬より春型が現れる．これまでの最も早い記録は5月5日であったが，

今年は5月3日に確認している．

9．ｺﾐｽジⅣepizssappho
これまでの最も早い記録は4月24日であったが，今年は4月21日に春型の雄を

採集した．

10．アカシジミノapon@calut"
通常は5月下旬から出現するが，今年は5月19日に確認している．

ll.ヒメウラナミジヤノメYpth@mqa7yus
通常4月中旬から見られるようになる．これまでの最も早い記録は4月6日で

あったが，今年は4月2日に確認している．

12．ジヤノメチョウ""o3sd7､yas
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通常は7月に入ってから出現する．これまでの最も早い記録は6月24日であっ

たが，今年は6月16日に確認している．

13．サトキマダラヒカゲ"eopegoscﾙﾙe"zZsc"2

通常は4月中旬より出現する．これまでの最も早い記録は4月9日であったが，
今年は4月5日に確認している．

14．チャバネセセリPelopid(zsmaMms

本種は個体数が少なく，これまでは6月以降に見られたが，今年は5月19日に
確認している．

15．タマムシCW7ysocmUα九伽dissima
通常は7月に入ってから姿を見せるが，今年は5月31日の羽化を確認している．

(ほりたひさし）
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編集後 記

▽ここ数年来の異常気象は’局地的な集中豪雨といい,この夏の日照りといい，異常を超え
たものを感じます●ピル・マッキベンの「自然の終焉」が現実のものとなりつつあるよう
です．淡路島ではこの夏50年来の旱勉で，立木や水稲も少なからず枯死しました．堀田氏
の報文にもあるように，昆虫の世界にも様々な影響が見られるようです．

▽次号は明年春に発行を予定しています．原稿をお寄せください． (TB)
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